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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 6,260,485 6,645,735 8,310,397

経常利益 (千円) 293,951 573,735 444,878

四半期(当期)純利益 (千円) 143,722 339,122 233,168

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 142,363 348,289 241,578

純資産額 (千円) 4,593,207 4,962,529 4,692,422

総資産額 (千円) 8,292,962 9,782,483 8,330,907

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 18.41 43.44 29.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.4 50.7 56.3

　

回次
第62期
第３四半期
連結会計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.13 15.98

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および連結子会社ジェイソフト株式会社)にお

いて営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動は

ありません。

　

EDINET提出書類

ハビックス株式会社(E00690)

四半期報告書

 2/16



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において終了した重要な契約は、次のとおりであります。

技術受入契約

契約会社名 相手方の名称 契約品目 契約内容 契約期間

当社
Anpap社

(フィンランド)
パルプ不織布

１  エアレイド技術情報の利用

２  技術ミーティングによる情報交換

３  技術支援が必要となった場合の要

員派遣

平成18年１月１日から

平成18年12月31日まで

(注)２

(注) １  対価としてロイヤリティーを支払っております。

２  契約終了３か月前までの書面による申出がない限り、１年毎の自動更新となります。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や政権交代に伴う円安・

株高の進行等を背景に回復の兆しを見せたものの、欧州債務危機や新興国の成長鈍化による世界経済の

減速、近隣諸国との外交問題等、先行き不透明な状況で推移しました。当社関連の家庭紙業界におきまし

ても、生活防衛意識の高まりによる消費の低迷、海外製品の流入による競争激化等により、事業収益が圧

迫される厳しい経営環境が続きました。

こうしたなか、当社グループはお客様の満足を得る製品の開発に注力するとともに、きめ細かな営業活

動を展開し業績の向上を図ってまいりました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は66億45百

万円(前年同期比6.2％増)となりました。利益面につきましては、生産効率の改善に取組んだこと、主原料

であるパルプの価格が比較的安定していたこと等により製造原価の低減を図ることができ、営業利益は

５億89百万円(同98.2％増)、経常利益は５億73百万円(同95.2％増)、四半期純利益は３億39百万円(同

136.0％増)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

ａ　不織布関連事業

不織布関連事業のうちパルプ不織布原反は、食品容器用の新規製品の販売、オシボリ用途の拡販等に

より売上高が増加し、パルプ不織布加工品のクッキングペーパーにつきましても、新たなＯＥＭ製品の

取扱を開始したこと等により増加しました。化合繊不織布は、新設した本巣工場が操業を開始し、紙オ

ムツ向け製品の販売数量が伸長したこと等により売上高が増加し、その他不織布も、食品工場向け製品

の受注が堅調に推移したこと等により増加しました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は

34億70百万円(前年同期比9.8％増)、セグメント利益は６億62百万円(同15.1％増)となりました。

ｂ　紙関連事業

紙関連事業である衛生用紙は、国内外の紙オムツ向け製品を中心に販売活動を積極的に展開したこ
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と等により売上高は増加しました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は31億75百万円(前

年同期比2.4％増)、セグメント利益は４億98百万円(同111.6％増)となりました。

(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度末に比べ14億51百万円増加して97億82百万円となりました。これは、売上高

の増加等により現金及び預金が４億92百万円、新工場建設に伴い有形固定資産が８億70百万円増加した

こと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ11億81百万円増加して48億19百万円となりました。これは、新工場建

設等に伴い流動負債のその他が８億12百万円、借入により長期借入金が３億28百万円増加したこと等に

よるものであります。

純資産は、配当の支払いがあったものの、四半期純利益を確保したこと等により、前連結会計年度末に

比べ２億70百万円増加して49億62百万円となりました。この結果、自己資本比率は50.7％となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は46百万円であります。

　

(5) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に

完成したものは次のとおりであります。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容 完了年月

提出会社
本巣工場
(岐阜県本巣市)

不織布関連事業
化合繊不織布
製造設備

平成24年11月

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因および経営

戦略の現状と見通しに重要な変更はありません。

　
(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営者の問題認識と今後の方針に重要な変更は

ありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,175,280 8,175,280
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 8,175,280 8,175,280― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
― 8,175,280 ― 593,660 ― 603,260

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

368,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,773,000
7,773 ―

単元未満株式
普通株式

34,280
― ―

発行済株式総数 8,175,280 ― ―

総株主の議決権 ― 7,773 ―

(注)  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ハビックス株式会社

岐阜県岐阜市福光東三丁目５番
７号

368,000 ― 368,000 4.50

計 ― 368,000 ― 368,000 4.50

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　
役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
第一製造部長、
第二製造部・技術部担当

取締役
第二製造部長、
第一製造部・技術室担当

鳥澤正徳 平成24年10月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,137,076 1,629,692

受取手形及び売掛金 ※1
 2,712,524

※1
 2,837,445

商品及び製品 194,242 180,840

仕掛品 8,300 2,723

原材料及び貯蔵品 394,412 337,066

その他 88,896 92,302

貸倒引当金 △2,889 －

流動資産合計 4,532,564 5,080,070

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,663,186 3,115,775

減価償却累計額 △1,594,806 △1,657,120

建物及び構築物（純額） 1,068,379 1,458,654

機械装置及び運搬具 5,441,631 6,065,946

減価償却累計額 △4,248,561 △4,427,839

機械装置及び運搬具（純額） 1,193,069 1,638,106

土地 992,229 1,070,813

その他 306,460 270,411

減価償却累計額 △132,319 △139,493

その他（純額） 174,140 130,918

有形固定資産合計 3,427,819 4,298,492

無形固定資産

のれん 24,538 12,269

その他 63,874 46,617

無形固定資産合計 88,413 58,886

投資その他の資産

その他 300,020 362,944

貸倒引当金 △17,910 △17,910

投資その他の資産合計 282,110 345,034

固定資産合計 3,798,343 4,702,413

資産合計 8,330,907 9,782,483
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 1,512,209

※1
 1,618,457

短期借入金 541,885 540,314

未払法人税等 112,475 119,279

賞与引当金 93,250 48,837

役員賞与引当金 36,000 30,000

その他 452,178 ※1
 1,264,302

流動負債合計 2,747,999 3,621,191

固定負債

長期借入金 486,228 814,457

退職給付引当金 137,507 143,929

その他 266,749 240,376

固定負債合計 890,485 1,198,763

負債合計 3,638,485 4,819,954

純資産の部

株主資本

資本金 593,660 593,660

資本剰余金 603,260 603,260

利益剰余金 3,552,310 3,813,365

自己株式 △68,823 △68,938

株主資本合計 4,680,406 4,941,346

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,015 21,182

その他の包括利益累計額合計 12,015 21,182

純資産合計 4,692,422 4,962,529

負債純資産合計 8,330,907 9,782,483
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 6,260,485 6,645,735

売上原価 4,973,607 4,962,596

売上総利益 1,286,877 1,683,139

販売費及び一般管理費 989,304 1,093,200

営業利益 297,573 589,938

営業外収益

受取利息 174 294

受取配当金 4,864 5,183

故紙売却収入 3,317 5,013

その他 8,739 4,473

営業外収益合計 17,096 14,963

営業外費用

支払利息 10,782 10,214

シンジケートローン手数料 － 14,650

その他 9,937 6,302

営業外費用合計 20,719 31,166

経常利益 293,951 573,735

特別損失

固定資産除却損 3,896 －

投資有価証券評価損 6,328 751

特別損失合計 10,224 751

税金等調整前四半期純利益 283,726 572,983

法人税、住民税及び事業税 128,438 225,374

法人税等調整額 11,565 8,486

法人税等合計 140,003 233,861

少数株主損益調整前四半期純利益 143,722 339,122

四半期純利益 143,722 339,122
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 143,722 339,122

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,359 9,167

その他の包括利益合計 △1,359 9,167

四半期包括利益 142,363 348,289

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 142,363 348,289

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

  法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

  これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
　

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

※１  期末日満期手形の会計処理については、手形交換

日をもって決済処理しております。 

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日で

あったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含ま

れております。

 

 

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

受取手形 114,903千円

支払手形 286,570千円

受取手形 115,412千円

支払手形 257,820千円

設備関係支払手形 3,832千円
　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

　

減価償却費 276,310千円

のれんの償却額 12,269千円
　

　

減価償却費 279,049千円

のれんの償却額 12,269千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 78,086 10.00平成23年３月31日 平成23年６月27日

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 78,067 10.00平成24年３月31日 平成24年６月28日

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
（千円）
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
(注)２

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,159,8383,100,6476,260,485 ― 6,260,485

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,159,8383,100,6476,260,485 ― 6,260,485

セグメント利益 575,011 235,583 810,595△513,021 297,573

(注) １  セグメント利益の調整額△513,021千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
（千円）
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
(注)２

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,470,1673,175,5686,645,735 ― 6,645,735

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,470,1673,175,5686,645,735 ― 6,645,735

セグメント利益 662,096 498,3961,160,492△570,554 589,938

(注) １  セグメント利益の調整額△570,554千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 18円41銭 43円44銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 143,722 339,122

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 143,722 339,122

普通株式の期中平均株式数(株) 7,807,145 7,806,386

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成２５年２月５日

　

ハ ビ ッ ク ス 株 式 会 社
　

取 締 役 会 御 中

　
有限責任監査法人  ト ー マ ツ　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   渋  谷  英  司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   内  山  隆  夫    印

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハ
ビックス株式会社の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間（平成２４年１０月１日から平成２４年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２４
年４月１日から平成２４年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハビックス株式会社及び連結子会社の平成２
４年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
  

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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